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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プラズマディスプレイパネル温度に対応する温度を検出する温度検出部と、
　アドレス期間内に選択のためのスキャンパルスが印加されるスキャン電極と、
　表示セルの発光又は非発光を選択するために前記スキャンパルスに対応してアドレスパ
ルスが印加されるアドレス電極と、
　前記検出された温度に応じて前記スキャン電極に電圧を供給するスキャン電極駆動回路
とを有し、
　前記アドレス期間の開始時において前記アドレス電極上には正の壁電荷が蓄積されてお
り、前記スキャン電極駆動回路は、前記スキャンパルスの振幅を変化させず、前記アドレ
ス期間内において前記スキャンパルスを印加しないときの前記スキャン電極の電圧を、前
記検出された温度が第１の温度の場合に対して、前記第１の温度よりも高い第２の温度の
場合の方が高くなるように変化させるプラズマディスプレイ装置。
【請求項２】
　前記スキャン電極は複数存在し、
　前記アドレス期間は、奇数番目のスキャン電極に順次スキャンパルスを印加するための
第１のアドレス期間と偶数番目のスキャン電極に順次スキャンパルスを印加するための第
２のアドレス期間とを有し、
　前記第１のアドレス期間では、前記スキャンパルスを印加しないときの前記奇数番目の
スキャン電極の電圧は前記検出された温度が前記第１の温度の場合に対して、前記第２の
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温度の場合の方が高くなるように変化し、前記偶数番目のスキャン電極の電圧は前記スキ
ャンパルスを印加しないときの前記奇数番目のスキャン電極の電圧以上になり、
　前記第２のアドレス期間では、前記スキャンパルスを印加しないときの前記偶数番目の
スキャン電極の電圧は前記検出された温度が第３の温度の場合に対して、前記第３の温度
よりも高い第４の温度の場合の方が高くなるように変化し、前記奇数番目のスキャン電極
の電圧は前記スキャンパルスを印加しないときの前記偶数番目のスキャン電極の電圧以上
になる請求項１記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項３】
　前記スキャン電極は複数存在し、
　さらに、前記複数のスキャン電極に対して交互に配置される複数のＸ電極を有し、
　前記スキャン電極は、その両隣のＸ電極との間でサステイン放電が可能である請求項１
記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項４】
　前記スキャン電極駆動回路は、前記アドレス期間の後のサステイン期間において交互に
正負極性のサステイン電圧が反転するサステインパルスを前記スキャン電極に供給する請
求項１記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項５】
　アドレス期間内に選択のためのスキャンパルスが印加されるスキャン電極と、表示セル
の発光又は非発光を選択するために前記スキャンパルスに対応してアドレスパルスが印加
されるアドレス電極とを有し、前記アドレス期間の開始時において前記アドレス電極上に
正の壁電荷が蓄積されるプラズマディスプレイ装置の駆動方法であって、
　プラズマディスプレイパネル温度に対応する温度を検出する温度検出ステップと、
　前記スキャンパルスの振幅を変化させず、前記アドレス期間内において前記スキャンパ
ルスを印加しないときの前記スキャン電極の電圧を、前記検出された温度が第１の温度の
場合に対して、前記第１の温度よりも高い第２の温度の場合の方が高くなるように変化さ
せるスキャン電極電圧生成ステップと
を有するプラズマディスプレイ装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プラズマディスプレイ装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図４はプラズマディスプレイ装置の１フィールドの動作例を示すタイミングチャート、
図６はプラズマディスプレイ装置のＹ駆動回路の構成例を示す回路図である。図６のＹ駆
動回路は、スキャン電極（以下Ｙ電極という）Ｙ１の電圧を生成する。Ｙ電極Ｙ２を生成
する回路も同様の構成を有する。パネル容量Ｃｐは、例えばＸ電極Ｘ１及びＹ電極Ｙ１に
より構成される。リセット期間Ｔｒでは、リセットパルスにより表示セルのリセットを行
う。Ｙ電極Ｙ１，Ｙ２の電圧は、電圧Ｖｓ、Ｖｐ及び－Ｖｎにより生成される。前半アド
レス期間Ｔａ１では、奇数番目のＹ電極Ｙ１のアドレス選択が行われる。後半アドレス期
間Ｔａ２では、偶数番目のＹ電極Ｙ２のアドレス選択が行われる。アドレス期間Ｔａ１及
びＴａ２の詳細は、後に図７を参照しながら説明する。サステイン期間Ｔｓでは、Ｙ電極
Ｙ１，Ｙ２にサステインパルスを印加する。サステインパルスは、正電圧Ｖｓ及びグラン
ドＧＮＤにより生成される。このサステインパルスにより、Ｘ電極Ｘ１及びＹ電極Ｙ１間
、並びにＸ電極Ｘ２及びＹ電極Ｙ２間でサステイン放電を行うことができる。
【０００３】
　図７は、アドレス期間Ｔａ１及びＴａ２におけるＹ電極Ｙの電圧の生成方法を説明する
ためのタイミングチャートである。Ｙ電極Ｙは、Ｙ電極Ｙ１又はＹ２に対応する。
【０００４】
　タイミングｔ１の前では、スイッチＳＷ１，ＳＷ３，ＳＷ５，ＳＷ６，ＳＷ７，ＳＷ９
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，ＳＷ１０，ＳＷ１１をオフにし、スイッチＳＷ２，ＳＷ４，ＳＷ８，ＳＷ１２，ＳＷ１
３をオンにする。すると、Ｙ電極Ｙは、０Ｖ（グランドＧＮＤ）になる。
【０００５】
　次に、タイミングｔ１では、スイッチＳＷ２，ＳＷ４，ＳＷ８，ＳＷ１２をオフ、スイ
ッチＳＷ７，ＳＷ９，ＳＷ１０をオンにする。すると、Ｙ電極Ｙは、電圧－Ｖ２になる。
【０００６】
　次に、タイミングｔ２では、スイッチＳＷ１０をオフ、スイッチＳＷ１１をオンにする
。すると、Ｙ電極Ｙは、電圧－Ｖ１になる。この電圧－Ｖ１のパルスがスキャンパルスで
ある。スキャンパルスの振幅電圧Ｖ３は、Ｖ１－Ｖ２である。このスキャンパルス印加時
に、アドレス電極Ａに電圧Ｖ４のアドレスパルスが印加されれば、Ｙ電極Ｙ及びアドレス
電極Ａ間で放電が生じ、そのＹ電極Ｙで構成される表示セルの点灯が選択される。
【０００７】
　次に、タイミングｔ３では、スイッチＳＷ１０をオン、スイッチＳＷ１１をオフにする
。すると、Ｙ電極Ｙは、電圧－Ｖ２になる。
【０００８】
　次に、タイミングｔ４では、スイッチＳＷ２，ＳＷ４，ＳＷ８，ＳＷ１２をオン、スイ
ッチＳＷ７，ＳＷ９，ＳＷ１０をオフにする。すると、Ｙ電極Ｙは、０Ｖになる。
【０００９】
　以上のように、アドレス期間ｔ１～ｔ４において、Ｙ電極Ｙは、スキャンパルス印加時
はスキャン電圧－Ｖ１、スキャンパルスが印加されないときには非スキャン電圧－Ｖ２に
なる。
【００１０】
　図５は他のプラズマディスプレイ装置の１フィールドの動作例を示すタイミングチャー
ト、図８はそのプラズマディスプレイ装置のＹ駆動回路の構成例を示す回路図である。図
８のＹ駆動回路は、Ｙ電極Ｙ１の電圧を生成する。Ｙ電極Ｙ２を生成する回路も同様の構
成を有する。パネル容量Ｃｐは、例えば、Ｘ電極Ｘ１及びＹ電極Ｙ１により構成される。
リセット期間Ｔｒでは、リセットパルスにより表示セルのリセットを行う。Ｙ電極Ｙ１，
Ｙ２の電圧は、電圧Ｖｓ、Ｖｐ及び－Ｖｓにより生成される。前半アドレス期間Ｔａ１で
は、奇数番目のＹ電極Ｙ１のアドレス選択が行われる。後半アドレス期間Ｔａ２では、偶
数番目のＹ電極Ｙ２のアドレス選択が行われる。アドレス期間Ｔａ１及びＴａ２の詳細は
、後に図９を参照しながら説明する。サステイン期間Ｔｓでは、Ｙ電極Ｙ１，Ｙ２にサス
テインパルスを印加する。サステインパルスは、正電圧Ｖｓ及び負電圧－Ｖｓにより生成
される。このサステインパルスにより、Ｘ電極Ｘ１及びＹ電極Ｙ１間、並びにＸ電極Ｘ２
及びＹ電極Ｙ２間でサステイン放電を行うことができる。
【００１１】
　図９は、アドレス期間Ｔａ１及びＴａ２におけるＹ電極Ｙの電圧の生成方法を説明する
ためのタイミングチャートである。Ｙ電極Ｙは、Ｙ電極Ｙ１又はＹ２に対応する。
【００１２】
　タイミングｔ１の前では、スイッチＳＷ１，ＳＷ２，ＳＷ３，ＳＷ４，ＳＷ５，ＳＷ７
をオフにし、スイッチＳＷ６，ＳＷ８，ＳＷ９をオンにする。すると、Ｙ電極Ｙは、０Ｖ
になる。
【００１３】
　次に、タイミングｔ１では、スイッチＳＷ４，ＳＷ５をオン、スイッチＳＷ６，ＳＷ８
，ＳＷ９をオフにする。すると、Ｙ電極Ｙは、電圧－Ｖ２になる。
【００１４】
　次に、タイミングｔ２では、スイッチＳＷ５をオフ、スイッチＳＷ６をオンにする。す
ると、Ｙ電極Ｙは、電圧－Ｖ１になる。この電圧－Ｖ１のパルスがスキャンパルスである
。スキャンパルスの振幅電圧Ｖｓは、Ｖ１－Ｖ２である。このスキャンパルス印加時に、
アドレス電極Ａに電圧Ｖ４のアドレスパルスが印加されれば、Ｙ電極Ｙ及びアドレス電極
Ａ間で放電が生じ、そのＹ電極Ｙで構成される表示セルの点灯が選択される。
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【００１５】
　次に、タイミングｔ３では、スイッチＳＷ５をオン、スイッチＳＷ６をオフにする。す
ると、Ｙ電極Ｙは、電圧－Ｖ２になる。
【００１６】
　次に、タイミングｔ４では、スイッチＳＷ４，ＳＷ５をオフ、スイッチＳＷ６，ＳＷ８
，ＳＷ９をオンにする。すると、Ｙ電極Ｙは、０Ｖになる。
【００１７】
　以上のように、アドレス期間ｔ１～ｔ４において、Ｙ電極Ｙは、スキャンパルス印加時
はスキャン電圧－Ｖ１、スキャンパルスが印加されないときには非スキャン電圧－Ｖ２に
なる。
【００１８】
　また、下記の特許文献１には、動作環境の変化の影響が小さいアドレッシングを実現し
、表示の安定を図るプラズマディスプレイパネルの駆動方法及び駆動装置が記載されてい
る。
【００１９】
【特許文献１】特開２００２－２９７０９０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２０】
　図１０はアドレス期間Ｔａ１，Ｔａ２における先頭（最上）ラインのＹ電極Ｙ１及びア
ドレス電極Ａの電圧波形を示す図、図１１はアドレス期間Ｔａ１，Ｔａ２における最終（
最下）ラインのＹ電極Ｙｎ及びアドレス電極Ａの電圧波形を示す図である。Ｙ電極Ｙ１，
Ｙ２，・・・，Ｙｎには、電圧－Ｖ１のスキャンパルスが順次印加される。２次元画像は
、複数のラインで構成される。Ｙ電極Ｙ１は、先頭ラインのＹ電極であり、スキャンパル
スが最初に印加される。Ｙ電極Ｙｎは、最終ラインのＹ電極であり、スキャンパルスが最
後に印加される。
【００２１】
　図１０において、アドレス期間Ｔａ１，Ｔａ２の前のリセット期間Ｔｓにおけるリセッ
トパルスによりアドレス電極Ａ上には正壁電荷が蓄積されている。これにより、先頭ライ
ンのＹ電極Ｙ１にスキャンパルスが印加されたときに、アドレス電極Ａが低いアドレス電
圧Ｖ４であっても、Ｙ電極Ｙ１及びアドレス電極Ａ間で放電を起こさせることができる。
ここで、アドレス電極Ａは、アドレス期間中は常にアドレス電圧Ｖ４が印加されており、
すべてのＹ電極Ｙ１～Ｙｎとの間で放電を起こすことになる。例えば、垂直方向の画素す
べてを表示する場合である。
【００２２】
　図１１において、最終ラインのＹ電極Ｙｎは、自己にスキャンパルスが印加されるまで
の間は、常にアドレス電極Ａとの間で電位差Ｖ４＋Ｖ２が印加されている。このため、特
に高温時ではアドレス電極ＡからＹ電極Ｙｎに微小な正電荷移動が起こり、Ｙ電極Ｙｎに
スキャンパルスが印加される時にはアドレス電極Ａ及びＹ電極Ｙｎ間の放電に必要なアド
レス電極Ａ上の正壁電荷が減少してしまい、アドレス電極Ａ及びＹ電極Ｙｎ間で放電を起
こすことができなくなってしまう。これでは、アドレス選択が行われず、最終ラインは表
示されなくなってしまう。
【００２３】
　本発明の目的は、アドレス期間において温度に影響されずに安定してアドレス電極及び
スキャン電極間で放電を起こさせることができるプラズマディスプレイ装置及びその駆動
方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００２４】
　本発明の一観点によれば、プラズマディスプレイパネル温度に対応する温度を検出する
温度検出部と、アドレス期間内に選択のためのスキャンパルスが印加されるスキャン電極
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と、表示セルの発光又は非発光を選択するために前記スキャンパルスに対応してアドレス
パルスが印加されるアドレス電極と、前記検出された温度に応じて前記スキャン電極に電
圧を供給するスキャン電極駆動回路とを有し、前記アドレス期間の開始時において前記ア
ドレス電極上には正の壁電荷が蓄積されており、前記スキャン電極駆動回路は、前記スキ
ャンパルスの振幅を変化させず、前記アドレス期間内において前記スキャンパルスを印加
しないときの前記スキャン電極の電圧を、前記検出された温度が第１の温度の場合に対し
て、前記第１の温度よりも高い第２の温度の場合の方が高くなるように変化させるプラズ
マディスプレイ装置が提供される。
【発明の効果】
【００２５】
　検出された温度に応じてスキャン電極の電圧を変化させるので、アドレス期間において
温度に影響されずに安定してアドレス電極及びスキャン電極間で放電を起こさせることが
できる。これにより、高温時に、垂直方向のすべての画素を表示する場合に、最下部の画
素を安定して表示することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
（第１の実施形態）
　図１は、本発明の第１の実施形態によるプラズマディスプレイ装置の構成例を示す図で
ある。制御回路７は、温度検出部４０を有し、Ｘ駆動回路４、Ｙ駆動回路５及びアドレス
駆動回路６を制御する。温度検出部４０は、例えばサーミスタ等であり、温度を検出する
。温度検出部４０の設置位置及び数は限定されない。制御回路７は、検出された温度に応
じてＹ駆動回路５を制御する。
【００２７】
　Ｘ駆動回路４は、複数のＸ電極Ｘ１，Ｘ２，・・・，Ｘｎに所定の電圧を供給する。以
下、Ｘ電極Ｘ１，Ｘ２，・・・，Ｘｎの各々を又はそれらの総称を、Ｘ電極Ｘｉといい、
ｉは添え字を意味する。Ｙ駆動回路５は、複数のスキャン電極（以下、Ｙ電極という）Ｙ
１，Ｙ２，・・・，Ｙｎに所定の電圧を供給する。以下、Ｙ電極Ｙ１，Ｙ２，・・・，Ｙ
ｎの各々を又はそれらの総称を、Ｙ電極Ｙｉといい、ｉは添え字を意味する。アドレス駆
動回路６は、複数のアドレス電極Ａ１，Ａ２，・・・に所定の電圧を供給する。以下、ア
ドレス電極Ａ１，Ａ２，・・・の各々を又はそれらの総称を、アドレス電極Ａｊといい、
ｊは添え字を意味する。
【００２８】
　プラズマディスプレイパネル３では、Ｙ電極Ｙｉ及びＸ電極Ｘｉが水平方向に並列に延
びる行を形成し、アドレス電極Ａｊが垂直方向に延びる列を形成する。Ｙ電極Ｙｉ及びＸ
電極Ｘｉは、垂直方向に交互に配置される。Ｙ電極Ｙｉ及びアドレス電極Ａｊは、ｉ行ｊ
列の２次元行列を形成する。表示セルＣｉｊは、Ｙ電極Ｙｉ及びアドレス電極Ａｊの交点
並びにそれに対応して隣接するＸ電極Ｘｉにより形成される。この表示セルＣｉｊが画素
に対応し、パネル３は２次元画像を表示することができる。
【００２９】
　図２は、本実施形態によるプラズマディスプレイパネル３の構造例を示す分解斜視図で
ある。Ｘ電極１１は図１のＸ電極Ｘｉに対応し、Ｙ電極１２は図１のＹ電極Ｙｉに対応し
、アドレス電極１５は図１のアドレス電極Ａｊに対応する。
【００３０】
　Ｘ電極１１及びＹ電極１２は、前面ガラス基板１上に形成されている。その上には、放
電空間に対し絶縁するための誘電体層１３が被着されている。さらにその上には、ＭｇＯ
（酸化マグネシウム）保護層１４が被着されている。一方、アドレス電極１５は、前面ガ
ラス基板１と対向して配置された背面ガラス基板２上に形成される。その上には、誘電体
層１６が被着される。更にその上には、蛍光体１８～２０が被着されている。リブ（隔壁
）１７の内面には、赤、青、緑色の蛍光体１８～２０がストライプ状に各色毎に配列、塗
付されている。Ｘ電極１１及びＹ電極１２の間の放電によって蛍光体１８～２０を励起し
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て各色が発光する。前面ガラス基板１及び背面ガラス基板２との間の放電空間には、Ｎｅ
＋Ｘｅペニングガス等が封入されている。
【００３１】
　図３は、本実施形態による各フィールドの構成例を示す概念図である。画像は、例えば
６０フィールド／秒で形成される。１フィールドは、例えば、第１のサブフィールド２１
、第２のサブフィールド２２、・・・、第１０のサブフィールド３０により形成される。
各サブフィールド２１～３０は、リセット期間Ｔｒ、アドレス期間Ｔａ及びサステイン（
維持放電）期間Ｔｓにより構成される。
【００３２】
　リセット期間Ｔｒでは、Ｘ電極Ｘｉ及びＹ電極Ｙｉに所定の電圧を印加して、表示セル
Ｃｉｊの初期化を行う。
【００３３】
　アドレス期間Ｔａは、図４及び図５のアドレス期間Ｔａ１，Ｔａ２に対応する。アドレ
ス期間Ｔａでは、Ｙ電極Ｙ１，Ｙ２，・・・，Ｙｎに対してスキャンパルスを順次スキャ
ンして印加し、そのスキャンパルスに対応してアドレスパルスをアドレス電極Ａｊに印加
することにより表示セルＣｉｊの発光を選択する。Ｙ電極Ｙｉのスキャンパルスに対応し
てアドレス電極Ａｊのアドレスパルスが生成されれば、そのＹ電極Ｙｉ及びＸ電極Ｘｉの
表示セルＣｉｊの発光が選択される。Ｙ電極Ｙｉのスキャンパルスに対応してアドレス電
極Ａｊのアドレスパルスが生成されなければ、そのＹ電極Ｙｉ及びＸ電極Ｘｉの表示セル
Ｃｉｊの発光が選択されず、非発光が選択される。スキャンパルスに対応してアドレスパ
ルスが生成されると、アドレス電極Ａｊ及びＹ電極Ｙｉ間のアドレス放電が起こり、それ
を種火としてＸ電極Ｘｉ及びＹ電極Ｙｉ間で放電が起こり、Ｘ電極Ｘｉに負電荷が蓄積さ
れ、Ｙ電極Ｙｉに正電荷が蓄積される。
【００３４】
　サステイン期間Ｔｓでは、Ｘ電極Ｘｉ及びＹ電極Ｙｉ間に互いに逆相のサステインパル
スが印加され、選択された表示セルのＸ電極Ｘｉ及びＹ電極Ｙｉ間でサステイン放電を行
い、発光を行う。図３の各サブフィールド２１～３０では、Ｘ電極Ｘｉ及びＹ電極Ｙｉ間
のサステインパルス数（サステイン期間Ｔｓの長さ）に対応する発光回数が異なる。これ
により、階調値を決めることができる。
【００３５】
　図１及び図２に示すように、本実施形態は、ＡＬＩＳ方式のプラズマディスプレイ装置
に適用することができる。複数のＸ電極及び複数のＹ電極は交互に配置される。ＡＬＩＳ
方式では、Ｙ電極は、その両隣のＸ電極との間でサステイン放電することができる。例え
ば、Ｙ電極Ｙ１は、一方に隣接するＸ電極Ｘ１との間で第１の表示セルを構成し、他方に
隣接するＸ電極Ｘ２との間で第２の表示セルを構成することができる。第１の表示セルは
、Ｘ電極Ｘ１及びＹ電極Ｙ１間でサステイン放電を行う。第２の表示セルは、Ｙ電極Ｙ１
及びＸ電極Ｘ２間でサステイン放電を行う。
【００３６】
　上記において、図１０及び図１１を参照しながら説明したように、低温時には図１０及
び図１１のようなＹ電極Ｙ１～Ｙｎの電圧を印加しても問題はない。しかし、高温時には
、図１０及び図１１のようなＹ電極Ｙ１～Ｙｎの電圧では上記の問題が生ずる。
【００３７】
　図１２は、本実施形態によるアドレス期間Ｔａにおける高温時の最終ラインのＹ電極Ｙ
ｎ及びアドレス電極Ａの電圧波形を示す図である。Ｙ電極Ｙ１，Ｙ２，・・・，Ｙｎには
、スキャン電圧－Ｖ１が－Ｖ３であるスキャンパルスが順次印加される。２次元画像は、
複数のラインで構成される。Ｙ電極Ｙ１は、先頭（最上）ラインのＹ電極であり、スキャ
ンパルスが最初に印加される。Ｙ電極Ｙｎは、最終（最下）ラインのＹ電極であり、スキ
ャンパルスが最後に印加される。アドレス期間Ｔａにおいて、Ｙ電極Ｙｎは、スキャンパ
ルス印加時はスキャン電圧－Ｖ１が電圧－Ｖ３、スキャンパルスが印加されないときには
非スキャン電圧が０Ｖである。
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【００３８】
　Ｙ電極Ｙｎにスキャンパルスが印加されたときに、アドレス電極Ａにアドレス電圧Ｖ４
のアドレスパルスが印加されると、Ｙ電極Ｙｎ及びアドレス電極Ａ間で放電を起こさせる
ことができる。ここで、アドレス電極Ａは、アドレス期間Ｔａ中は常にアドレス電圧Ｖ４
が印加されており、すべてのＹ電極Ｙ１～Ｙｎとの間で放電を起こすことになる。例えば
、垂直方向の画素すべてを表示する場合である。
【００３９】
　高温時には、非スキャン電圧が０Ｖである点に特徴がある。非スキャン電圧が０Ｖであ
るため、その時のアドレス電極Ａ及びＹ電極Ｙｎ間の電位差はＶ４＋０と低い。アドレス
期間Ｔａの前のリセット期間Ｔｒでは、リセットパルスによりアドレス電極Ａ上に正電荷
が形成される。Ｙ電極Ｙｎは、スキャンパルスが印加されるまでの間、アドレス電極Ａと
の間で低い電圧Ｖ４が印加されるので、アドレス電極Ａ上の正電荷は放電しないで維持さ
れる。最終ラインのＹ電極Ｙｎにスキャンパルスが印加される時でも、アドレス電極Ａ上
の正電荷は減少しておらず、Ｙ電極Ｙｎはスキャンパルスによりアドレス電極Ａとの間で
安定したアドレス放電を行うことができる。
【００４０】
　高温時は、アドレス電極Ａ及びＹ電極Ｙ間のアドレス放電がしやすくなるため、スキャ
ン電圧－Ｖ１の絶対値は低温時ほど大きくする必要はなく、｜－Ｖ３｜で十分である。こ
れに対し、低温時にはアドレス放電がし難いため、図１０及び図１１に示すようにスキャ
ン電圧－Ｖ１の絶対値は大きくする必要があり、｜－Ｖ２－Ｖ３｜である。
【００４１】
　高温時には、むしろ負の非スキャン電圧が低いと例えスキャン電圧－Ｖ１の絶対値が大
きくても、図１１に示したようなミスアドレスが発生する。そこで、図１の温度検出部４
０がパネル３の温度又は環境温度を検出する。高温時には、図１２のＹ電極の電圧（非ス
キャン電圧が０Ｖ）を生成し、低温時には図１０及び図１１のＹ電極の電圧（非スキャン
電圧が－Ｖ２）を生成する。これにより、温度に影響されずに安定したアドレス放電を行
うことができる。
【００４２】
　スキャンパルスの振幅電圧Ｖ３は、温度にかかわらずに一定である。これにより、Ｙ駆
動回路は、電圧Ｖ３の耐圧を備えればよく、耐圧を低くし、コストを低減することができ
る。また、低温時には放電が起きにくいので、低温時に図１２の電圧を供給すると、アド
レス電極Ａ及びＹ電極Ｙｎ間の電位差Ｖ４＋Ｖ３では十分なアドレス放電を起こすことが
できない。したがって、温度に応じて、電圧を変化させる必要がある。
【００４３】
　図１３（Ａ）は本実施形態によるアドレス期間Ｔａにおける低温時の最終ラインのＹ電
極Ｙｎ及びアドレス電極Ａの電圧波形を示す図である。低温時は、例えば０度であり、図
１３（Ａ）の電圧を生成する。この電圧は、図１０及び図１１の電圧と同じである。
【００４４】
　図１３（Ｂ）は本実施形態によるアドレス期間Ｔａにおける高温時の最終ラインのＹ電
極Ｙｎ及びアドレス電極Ａの電圧波形を示す図である。高温時は、例えば５０度であり、
図１３（Ｂ）の電圧を生成する。この電圧は、図１２の電圧と同じである。
【００４５】
　制御回路７は、温度検出部４０により温度を検出する。Ｙ駆動回路５は、制御回路７の
制御の下、検出された温度に応じてＹ電極に電圧を供給する。具体的には、Ｙ駆動回路５
は、スキャンパルスの振幅を変化させず、アドレス期間Ｔａ内においてスキャンパルスを
印加しないときのＹ電極の電圧を検出された温度に応じて変化させる。
【００４６】
　以下、アドレス期間Ｔａ内においてスキャンパルスを印加しないときのＹ電極の電圧を
、非スキャン電圧という。スキャンパルスは、スキャン電圧－Ｖ１により形成される。非
スキャン電圧は、検出された温度が所定値よりも高いときには図１３（Ｂ）のように高い
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電圧０Ｖであり、所定値よりも低いときには図１３（Ａ）のように低い負電圧－Ｖ２であ
る。非スキャン電圧は、０Ｖ以下－３０Ｖ以上の範囲で変化するのが好ましい。
【００４７】
　Ｙ電極Ｙｎの電圧のみを示すが、他のＹ電極Ｙ１～Ｙｎ－１の電圧は、上記で図１０及
び図１１を参照しながら説明したように、Ｙ電極Ｙｎの電圧に対して、スキャンパルスの
時間的位置のみが異なり、その他の部分は同じである。
【００４８】
（第２の実施形態）
　図１４（Ａ）は本発明の第２の実施形態によるアドレス期間Ｔａにおける低温時の最終
ラインのＹ電極Ｙｎ及びアドレス電極Ａの電圧波形を示す図である。低温時は、例えば０
度であり、図１４（Ａ）の電圧を生成する。この電圧は、図１３（Ａ）の電圧と同じであ
る。
【００４９】
　図１４（Ｃ）は本実施形態によるアドレス期間Ｔａにおける高温時の最終ラインのＹ電
極Ｙｎ及びアドレス電極Ａの電圧波形を示す図である。高温時は、例えば５０度であり、
図１４（Ｃ）の電圧を生成する。この電圧は、図１３（Ｂ）の電圧と同じである。
【００５０】
　図１４（Ｂ）は本実施形態によるアドレス期間Ｔａにおける中温（常温）時の最終ライ
ンのＹ電極Ｙｎ及びアドレス電極Ａの電圧波形を示す図である。中温時は、例えば２５度
であり、図１４（Ｂ）の電圧を生成する。非スキャン電圧は－Ｖ２’であり、その他は図
１４（Ａ）及び（Ｃ）と同じである。すなわち、図１４（Ａ）～（Ｃ）は、非スキャン電
圧のみが異なり、その他の点は同じである。
【００５１】
　非スキャン電圧－Ｖ２’は、０Ｖより低く、－Ｖ２より高い。非スキャン電圧は、検出
された温度が高くなるに従って高くなるように連続的に変化するようにしてもよいし、検
出された温度が高くなるに従って高くなるように段階的に変化するようにしてもよい。
【００５２】
（第３の実施形態）
　図１５（Ａ）は、本発明の第３の実施形態による低温時の１フィールドのＸ電極Ｘ１，
Ｘ２、Ｙ電極Ｙ１，Ｙ２及びアドレス電極Ａの電圧波形例を示す図である。以下、上記の
図５と異なる点のみを説明する。
【００５３】
　アドレス期間Ｔａ１及びＴａ２は、図３のアドレス期間Ｔａに対応する。前半アドレス
期間Ｔａ１では、奇数番目のＹ電極Ｙ１，Ｙ３等のアドレス選択を行うために、奇数番目
のＹ電極Ｙ１，Ｙ３等に順次スキャンパルスを印加し、偶数番目のＹ電極Ｙ２，Ｙ４等に
はスキャンパルスを印加しない。奇数番目のＹ電極Ｙ１，Ｙ３等は、非スキャン電圧が－
Ｖ２であり、スキャン電圧が－Ｖ２－Ｖ３である。Ｙ電極Ｙ１の負のスキャンパルスに対
応してアドレス電極Ａに正のアドレスパルスが印加されると、Ｙ電極Ｙ１及びアドレス電
極Ａ間でアドレス放電が生じる。Ｘ電極Ｘ１が正のサステイン電圧Ｖｓであるので、上記
のアドレス放電を種火として、Ｙ電極Ｙ１及びＸ電極Ｘ１間で放電が生じ、Ｙ電極Ｙ１及
びＸ電極Ｘ１上に壁電荷が形成される。この際、Ｘ電極Ｘ２は、０Ｖであるので、Ｙ電極
Ｙ１及びＸ電極Ｘ２間では放電が生じない。偶数番目のＹ電極Ｙ２，Ｙ４等の電圧は、正
のサステイン電圧Ｖｓである。これにより、アドレス電極Ａ上に形成される正電荷が偶数
番目のＹ電極Ｙ２，Ｙ４等に放電するのを防止し、後の後半アドレス期間Ｔａ２でのアド
レス選択が可能になる。
【００５４】
　後半アドレス期間Ｔａ２では、偶数番目のＹ電極Ｙ２，Ｙ４等のアドレス選択を行うた
めに、偶数番目のＹ電極Ｙ２，Ｙ４等に順次スキャンパルスを印加し、奇数番目のＹ電極
Ｙ１，Ｙ３等にはスキャンパルスを印加しない。偶数番目のＹ電極Ｙ２，Ｙ４等は、非ス
キャン電圧が－Ｖ２であり、スキャン電圧が－Ｖ２－Ｖ３である。Ｙ電極Ｙ２の負のスキ
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ャンパルスに対応してアドレス電極Ａに正のアドレスパルスが印加されると、Ｙ電極Ｙ２
及びアドレス電極Ａ間でアドレス放電が生じる。Ｘ電極Ｘ２が正のサステイン電圧Ｖｓで
あるので、上記のアドレス放電を種火として、Ｙ電極Ｙ２及びＸ電極Ｘ２間で放電が生じ
、Ｙ電極Ｙ２及びＸ電極Ｘ２上に壁電荷が形成される。この際、Ｘ電極Ｘ３は、０Ｖであ
るので、Ｙ電極Ｙ２及びＸ電極Ｘ３間では放電が生じない。奇数番目のＹ電極Ｙ１，Ｙ３
等の電圧は、０Ｖである。奇数番目のＹ電極Ｙ１，Ｙ３等は、既に前半アドレス期間Ｔａ
１でアドレス選択が終了しているので、アドレス電極Ａ上の正電荷が奇数番目のＹ電極Ｙ
１，Ｙ３等に放電することを防止する必要はなく、奇数番目のＹ電極Ｙ１，Ｙ３等を０Ｖ
にすることができる。
【００５５】
　サステイン期間Ｔｓでは、Ｘ電極及びＹ電極にサステインパルスを印加する。サステイ
ンパルスは、正のサステイン電圧Ｖｓ及び負のサステイン電圧－Ｖｓが交互に反転するパ
ルスである。奇数番目のＹ電極Ｙ１，Ｙ３等の電圧は、偶数番目のＹ電極Ｙ２，Ｙ４等の
電圧と逆相である。奇数番目のＸ電極Ｘ１，Ｘ３等の電圧は、奇数番目のＹ電極Ｙ１，Ｙ
３等の電圧と逆相であり、アドレス選択されたＸ電極Ｘ１及びＹ電極Ｙ１間でサステイン
パルスが印加される毎に放電を行って発光する。偶数番目のＸ電極Ｘ２，Ｘ４等の電圧は
、偶数番目のＹ電極Ｙ２，Ｙ４等の電圧と逆相であり、アドレス選択されたＸ電極Ｘ２及
びＹ電極Ｙ２間でサステインパルスが印加される毎に放電を行って発光する。
【００５６】
　図１５（Ｂ）は、本実施形態による高温時の１フィールドのＸ電極Ｘ１，Ｘ２、Ｙ電極
Ｙ１，Ｙ２及びアドレス電極Ａの電圧波形例を示す図である。以下、上記の図１５（Ａ）
と異なる点のみを説明する。アドレス期間Ｔａ１及びＴａ２において、すべてのＹ電極Ｙ
１，Ｙ２等の非スキャン電圧が０Ｖである点が異なる。
【００５７】
　以上のように、本実施形態は、第１の実施形態と同様に、低温時（図１５（Ａ））の非
スキャン電圧は－Ｖ２であり、高温時（図１５（Ｂ））の非スキャン電圧は０Ｖである。
温度に応じて、非スキャン電圧は変化する。
【００５８】
　前半アドレス期間Ｔａ１では、スキャンパルスを印加しないときの奇数番目のＹ電極Ｙ
１，Ｙ３等の電圧は検出された温度に応じて変化し、偶数番目のＹ電極Ｙ２，Ｙ４等の電
圧はスキャンパルスを印加しないときの奇数番目のＹ電極Ｙ１，Ｙ３等の電圧（非スキャ
ン電圧）以上になる。例えば、その時の偶数番目のＹ電極Ｙ２，Ｙ４等の電圧は、０Ｖ以
上正のサステイン電圧Ｖｓ以下になる。
【００５９】
　後半アドレス期間Ｔａ２では、スキャンパルスを印加しないときの偶数番目のＹ電極Ｙ
２，Ｙ４等の電圧は検出された温度に応じて変化し、奇数番目のＹ電極Ｙ１，Ｙ３等の電
圧はスキャンパルスを印加しないときの偶数番目のＹ電極Ｙ２，Ｙ４等の電圧（非スキャ
ン電圧）以上になる。例えば、その時の奇数番目のＹ電極Ｙ１，Ｙ３等の電圧は、０Ｖに
なる。
【００６０】
（第４の実施形態）
　図１６は、本発明の第４の実施形態によるＹ駆動回路５（図１）の構成例を示す回路図
である。このＹ駆動回路は、図６に対応し、図４のＹ電極Ｙ１の電圧を生成する。ただし
、図４のアドレス期間Ｔａ１及びＴａ２では、温度に応じて図１７（Ａ）又は（Ｂ）の電
圧を生成する。他のＹ電極の電圧を生成する回路も同様の構成を有する。パネル容量Ｃｐ
は、例えば、Ｘ電極Ｘ１及びＹ電極Ｙ１により構成される。図４において、リセット期間
Ｔｒでは、リセットパルスにより表示セルのリセットを行う。Ｙ電極Ｙ１の電圧は、電圧
Ｖｓ、Ｖｐ及び－Ｖｎにより生成される。前半アドレス期間Ｔａ１では、奇数番目のＹ電
極Ｙ１のアドレス選択が行われる。後半アドレス期間Ｔａ２では、偶数番目のＹ電極Ｙ２
のアドレス選択が行われる。アドレス期間Ｔａ１及びＴａ２の詳細は、後に図１７（Ａ）
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及び（Ｂ）を参照しながら説明する。図４において、サステイン期間Ｔｓでは、Ｙ電極Ｙ
１にサステインパルスを印加する。サステインパルスは、正のサステイン電圧Ｖｓ及びグ
ランドＧＮＤにより生成される。このサステインパルスにより、Ｘ電極Ｘ１及びＹ電極Ｙ
１間でサステイン放電を行うことができる。
【００６１】
　図１７（Ａ）はアドレス期間Ｔａ１及びＴａ２における低温時の図１６の回路の動作例
を示すタイミングチャートである。アドレス電極Ａには、タイミングｔ１～ｔ４に電圧Ｖ
４のアドレスパルスが印加される。以下、Ｙ電極Ｙ１の電圧を例に説明するが、他のＹ電
極の電圧も同様である。
【００６２】
　タイミングｔ１の前では、スイッチＳＷ１，ＳＷ３，ＳＷ５，ＳＷ６，ＳＷ７Ａ，ＳＷ
７Ｂ，ＳＷ９Ａ，ＳＷ９Ｂ，ＳＷ１０，ＳＷ１１をオフ、スイッチＳＷ２，ＳＷ４，ＳＷ
８，ＳＷ１２，ＳＷ１３をオンにする。すると、Ｙ電極Ｙ１は、０Ｖになる。
【００６３】
　次に、タイミングｔ１では、スイッチＳＷ２，ＳＷ４，ＳＷ８，ＳＷ１２をオフ、スイ
ッチＳＷ７Ａ，ＳＷ９Ａ，ＳＷ１０をオンにする。すると、Ｙ電極Ｙ１は、非スキャン電
圧－Ｖ２Ａになる。非スキャン電圧－Ｖ２Ａは、－Ｖ１Ａ＋Ｖ３Ａで表される。
【００６４】
　次に、タイミングｔ２では、スイッチＳＷ１０をオフ、スイッチＳＷ１１をオンにする
。すると、Ｙ電極Ｙ１は、スキャン電圧－Ｖ１Ａになる。このスキャンパルスの振幅は、
Ｖ１Ａ－Ｖ２Ａ＝Ｖ３Ａである。
【００６５】
　次に、タイミングｔ３では、スイッチＳＷ１０をオン、スイッチＳＷ１１をオフにする
。すると、Ｙ電極Ｙ１は、非スキャン電圧－Ｖ２Ａになる。
【００６６】
　次に、タイミングｔ４では、スイッチＳＷ２，ＳＷ４、ＳＷ８，ＳＷ１２をオン、スイ
ッチＳＷ７Ａ，ＳＷ９Ａ，ＳＷ１０をオフにする。すると、Ｙ電極Ｙ１は、０Ｖになる。
【００６７】
　図１７（Ｂ）はアドレス期間Ｔａ１及びＴａ２における高温時の図１６の回路の動作例
を示すタイミングチャートである。アドレス電極Ａには、タイミングｔ１～ｔ４に電圧Ｖ
４のアドレスパルスが印加される。以下、Ｙ電極Ｙ１の電圧を例に説明するが、他のＹ電
極の電圧も同様である。タイミングｔ１の前及びタイミングｔ４以後は、図１７（Ａ）と
同じである。以下、タイミングｔ１，ｔ２，ｔ３について説明する。
【００６８】
　タイミングｔ１では、スイッチＳＷ２，ＳＷ４，ＳＷ８，ＳＷ１２をオフ、スイッチＳ
Ｗ７Ｂ，ＳＷ９Ｂ，ＳＷ１０をオンにする。すると、Ｙ電極Ｙ１は、０Ｖになる。
【００６９】
　次に、タイミングｔ２では、スイッチＳＷ１０をオフ、スイッチＳＷ１１をオンにする
。すると、Ｙ電極Ｙ１は、電圧－Ｖ１Ｂになる。電圧－Ｖ１Ｂの絶対値は、電圧Ｖ３Ａと
同じである。したがって、図１７（Ａ）及び（Ｂ）のスキャンパルスの振幅電圧は同じで
ある。
【００７０】
　次に、タイミングｔ３では、スイッチＳＷ１０をオン、スイッチＳＷ１１をオフにする
。すると、Ｙ電極Ｙ１は、０Ｖになる。
【００７１】
　以上のように、低温時には図１７（Ａ）に示すように非スキャン電圧が－Ｖ２Ａの電圧
が生成され、高温時には図１７（Ｂ）に示すように非スキャン電圧が０Ｖの電圧が生成さ
れる。低温時も高温時も、スキャンパルスの振幅電圧は同じである。
【００７２】
（第５の実施形態）
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　図１８は、本発明の第５の実施形態によるＹ駆動回路５（図１）の構成例を示す回路図
である。このＹ駆動回路は、図８に対応し、図５のＹ電極Ｙ１の電圧を生成する。ただし
、図５のアドレス期間Ｔａ１及びＴａ２では、温度に応じて図１９（Ａ）又は（Ｂ）の電
圧を生成する。他のＹ電極の電圧を生成する回路も同様の構成を有する。パネル容量Ｃｐ
は、例えば、Ｘ電極Ｘ１及びＹ電極Ｙ１により構成される。図５において、リセット期間
Ｔｒでは、リセットパルスにより表示セルのリセットを行う。Ｙ電極Ｙ１の電圧は、電圧
Ｖｓ、Ｖｐ及び－Ｖｓにより生成される。前半アドレス期間Ｔａ１では、奇数番目のＹ電
極Ｙ１のアドレス選択が行われる。後半アドレス期間Ｔａ２では、偶数番目のＹ電極Ｙ２
のアドレス選択が行われる。アドレス期間Ｔａ１及びＴａ２の詳細は、後に図１９（Ａ）
及び（Ｂ）を参照しながら説明する。図５において、サステイン期間Ｔｓでは、Ｙ電極Ｙ
１にサステインパルスを印加する。サステインパルスは、正のサステイン電圧Ｖｓ及び負
のサステイン電圧－Ｖｓにより生成される。このサステインパルスにより、Ｘ電極Ｘ１及
びＹ電極Ｙ１間でサステイン放電を行うことができる。
【００７３】
　サステイン期間Ｔｓでは、交互に正負極性のサステイン電圧Ｖｓ及び－Ｖｓが反転する
サステインパルスがＹ電極Ｙ１に供給される。正のサステイン電圧ＶｓをＹ電極Ｙ１に供
給するには、スイッチＳＷ１及びＳＷ５をオンにすればよい。この際、スイッチＳＷ９を
オンにすれば、コンデンサに電圧Ｖｓが充電される。この後、スイッチＳＷ１，ＳＷ５，
ＳＷ９をオフにし、スイッチＳＷ３及びＳＷ６をオンにすれば、Ｙ電極Ｙ１に負のサステ
イン電圧－Ｖｓを供給することができる。
【００７４】
　図１９（Ａ）はアドレス期間Ｔａ１及びＴａ２における低温時の図１８の回路の動作例
を示すタイミングチャートである。アドレス電極Ａには、タイミングｔ１～ｔ４に電圧Ｖ
４のアドレスパルスが印加される。以下、Ｙ電極Ｙ１の電圧を例に説明するが、他のＹ電
極の電圧も同様である。
【００７５】
　タイミングｔ１の前では、スイッチＳＷ１，ＳＷ２，ＳＷ３，ＳＷ４，ＳＷ５，ＳＷ７
をオフ、スイッチＳＷ６，ＳＷ８，ＳＷ９をオンにする。すると、Ｙ電極Ｙ１は、０Ｖに
なる。
【００７６】
　次に、タイミングｔ１では、スイッチＳＷ４，ＳＷ５をオン、スイッチＳＷ６，ＳＷ８
，ＳＷ９をオフにする。すると、Ｙ電極Ｙ１は、非スキャン電圧－Ｖ２になる。
【００７７】
　次に、タイミングｔ２では、スイッチＳＷ５をオフ、スイッチＳＷ６をオンにする。す
ると、Ｙ電極Ｙ１は、スキャン電圧－Ｖ１になる。スキャン電圧－Ｖ１は、－Ｖ２－Ｖｓ
で表される。このスキャンパルスの振幅は、電圧Ｖｓである。
【００７８】
　次に、タイミングｔ３では、スイッチＳＷ５をオン、スイッチＳＷ６をオフにする。す
ると、Ｙ電極Ｙ１は、非スキャン電圧－Ｖ２になる。
【００７９】
　次に、タイミングｔ４では、スイッチＳＷ４，ＳＷ５をオフ、スイッチＳＷ６，ＳＷ８
，ＳＷ９をオンにする。すると、Ｙ電極Ｙ１は、０Ｖになる。
【００８０】
　図１９（Ｂ）はアドレス期間Ｔａ１及びＴａ２における高温時の図１８の回路の動作例
を示すタイミングチャートである。アドレス電極Ａには、タイミングｔ１～ｔ４に電圧Ｖ
４のアドレスパルスが印加される。以下、Ｙ電極Ｙ１の電圧を例に説明するが、他のＹ電
極の電圧も同様である。タイミングｔ１の前及びタイミングｔ４以後は、図１９（Ａ）と
同じである。以下、タイミングｔ１，ｔ２，ｔ３について説明する。
【００８１】
　タイミングｔ１では、スイッチＳＷ３，ＳＷ５をオン、スイッチＳＷ６，ＳＷ８，ＳＷ
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９をオフにする。すると、Ｙ電極Ｙ１は、０Ｖになる。
【００８２】
　次に、タイミングｔ２では、スイッチＳＷ５をオフ、スイッチＳＷ６をオンにする。す
ると、Ｙ電極Ｙ１は、電圧－Ｖｓになる。すなわち、スキャン電圧－Ｖ１は、－Ｖｓにな
る。このスキャンパルスの振幅は、電圧Ｖｓであり、図１９（Ａ）と同じである。
【００８３】
　次に、タイミングｔ３では、スイッチＳＷ５をオン、スイッチＳＷ６をオフにする。す
ると、Ｙ電極Ｙ１は、０Ｖになる。
【００８４】
　以上のように、低温時には図１９（Ａ）に示すように非スキャン電圧が－Ｖ２の電圧が
生成され、高温時には図１９（Ｂ）に示すように非スキャン電圧が０Ｖの電圧が生成され
る。低温時も高温時も、スキャンパルスの振幅電圧は同じである。
【００８５】
（第６の実施形態）
　図２０は、本発明の第６の実施形態によるＹ駆動回路５（図１）の構成例を示す回路図
である。このＹ駆動回路は、図８に対応し、図５のＹ電極Ｙ１の電圧を生成する。ただし
、図５のアドレス期間Ｔａ１及びＴａ２では、図１４（Ａ）～（Ｃ）と同様に、温度に応
じて図２１（Ａ）～（Ｃ）の電圧を生成する。他のＹ電極の電圧を生成する回路も同様の
構成を有する。以下、本実施形態が第５の実施形態と異なる点を説明する。本実施形態で
は、アドレス期間Ｔａ１及びＴａ２において、低温のときには図２１（Ａ）の電圧を生成
し、中温のときには図２１（Ｂ）の電圧を生成し、高温のときには図２１（Ｃ）の電圧を
生成する。
【００８６】
　図２１（Ａ）はアドレス期間Ｔａ１及びＴａ２における低温時の図２０の回路の動作例
を示すタイミングチャートである。アドレス電極Ａには、タイミングｔ１～ｔ４に電圧Ｖ
４のアドレスパルスが印加される。以下、Ｙ電極Ｙ１の電圧を例に説明するが、他のＹ電
極の電圧も同様である。
【００８７】
　タイミングｔ１の前では、スイッチＳＷ１，ＳＷ２，ＳＷ３，ＳＷ４，ＳＷ５，ＳＷ７
，ＳＷ１０をオフ、スイッチＳＷ６，ＳＷ８，ＳＷ９をオンにする。すると、Ｙ電極Ｙ１
は、０Ｖになる。
【００８８】
　次に、タイミングｔ１では、スイッチＳＷ４，ＳＷ５をオン、スイッチＳＷ６，ＳＷ８
，ＳＷ９をオフにする。すると、Ｙ電極Ｙ１は、非スキャン電圧－Ｖ２になる。
【００８９】
　次に、タイミングｔ２では、スイッチＳＷ５をオフ、スイッチＳＷ６をオンにする。す
ると、Ｙ電極Ｙ１は、スキャン電圧－Ｖ１になる。スキャン電圧－Ｖ１は、－Ｖ２－Ｖｓ
で表される。このスキャンパルスの振幅は、電圧Ｖｓである。
【００９０】
　次に、タイミングｔ３では、スイッチＳＷ５をオン、スイッチＳＷ６をオフにする。す
ると、Ｙ電極Ｙ１は、非スキャン電圧－Ｖ２になる。
【００９１】
　次に、タイミングｔ４では、スイッチＳＷ４，ＳＷ５をオフ、スイッチＳＷ６，ＳＷ８
，ＳＷ９をオンにする。すると、Ｙ電極Ｙ１は、０Ｖになる。
【００９２】
　図２１（Ｂ）はアドレス期間Ｔａ１及びＴａ２における中温時の図２０の回路の動作例
を示すタイミングチャートである。アドレス電極Ａには、タイミングｔ１～ｔ４に電圧Ｖ
４のアドレスパルスが印加される。以下、Ｙ電極Ｙ１の電圧を例に説明するが、他のＹ電
極の電圧も同様である。タイミングｔ１の前及びタイミングｔ４以後は、図２１（Ａ）と
同じである。以下、タイミングｔ１，ｔ２，ｔ３について説明する。
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【００９３】
　タイミングｔ１では、スイッチＳＷ５，ＳＷ１０をオン、スイッチＳＷ６，ＳＷ８，Ｓ
Ｗ９をオフにする。すると、Ｙ電極Ｙ１は、非スキャン電圧－Ｖ２’になる。
【００９４】
　次に、タイミングｔ２では、スイッチＳＷ５をオフ、スイッチＳＷ６をオンにする。す
ると、Ｙ電極Ｙ１は、スキャン電圧－Ｖ１になる。スキャン電圧－Ｖ１は、－Ｖ２’－Ｖ
ｓで表される。このスキャンパルスの振幅は、電圧Ｖ１－Ｖ２’＝Ｖｓであり、図２１（
Ａ）と同じである。
【００９５】
　次に、タイミングｔ３では、スイッチＳＷ５をオフ、スイッチＳＷ６をオフにする。す
ると、Ｙ電極Ｙ１は、非スキャン電圧－Ｖ２’になる。
【００９６】
　図２１（Ｃ）はアドレス期間Ｔａ１及びＴａ２における高温時の図２０の回路の動作例
を示すタイミングチャートである。アドレス電極Ａには、タイミングｔ１～ｔ４に電圧Ｖ
４のアドレスパルスが印加される。以下、Ｙ電極Ｙ１の電圧を例に説明するが、他のＹ電
極の電圧も同様である。タイミングｔ１の前及びタイミングｔ４以後は、図２１（Ａ）及
び（Ｂ）と同じである。以下、タイミングｔ１，ｔ２，ｔ３について説明する。
【００９７】
　タイミングｔ１では、スイッチＳＷ３，ＳＷ５をオン、スイッチＳＷ６，ＳＷ８，ＳＷ
９をオフにする。すると、Ｙ電極Ｙ１の非スキャン電圧は、０Ｖになる。
【００９８】
　次に、タイミングｔ２では、スイッチＳＷ５をオフ、スイッチＳＷ６をオンにする。す
ると、Ｙ電極Ｙ１は、電圧－Ｖｓになる。すなわち、スキャン電圧－Ｖ１は、－Ｖｓにな
る。このスキャンパルスの振幅は、電圧Ｖｓであり、図２１（Ａ）及び（Ｂ）と同じであ
る。
【００９９】
　次に、タイミングｔ３では、スイッチＳＷ５をオン、スイッチＳＷ６をオフにする。す
ると、Ｙ電極Ｙ１の非スキャン電圧は、０Ｖになる。
【０１００】
　以上のように、低温時には図２１（Ａ）に示すように非スキャン電圧が－Ｖ２の電圧が
生成され、中温時には図２１（Ｂ）に示すように非スキャン電圧が－Ｖ２’の電圧が生成
され、高温時には図２１（Ｃ）に示すように非スキャン電圧が０Ｖの電圧が生成される。
低温時、中温時及び高温時は、すべてスキャンパルスの振幅電圧が同じである。
【０１０１】
　上記の第１～第６の実施形態によれば、Ｙ駆動回路は、スキャンパルスの振幅を変化さ
せず、アドレス期間Ｔａ１，Ｔａ２内においてスキャンパルスを印加しないときのＹ電極
の電圧を検出された温度に応じて変化させる。
【０１０２】
　図１１において、最終ラインのＹ電極Ｙｎは、自己にスキャンパルスが印加されるまで
の間は、常にアドレス電極Ａとの間で電位差Ｖ４＋Ｖ２が印加されている。このため、特
に高温時ではアドレス電極ＡからＹ電極Ｙｎに微小な正電荷移動が起こり、Ｙ電極Ｙｎに
スキャンパルスが印加される時にはアドレス電極Ａ及びＹ電極Ｙｎ間の放電に必要なアド
レス電極Ａ上の正電荷が減少してしまい、アドレス電極Ａ及びＹ電極Ｙｎ間で放電を起こ
すことができなくなってしまう。これでは、アドレス選択が行われず、最終ラインは表示
されなくなってしまう。
【０１０３】
　本実施形態では、高温時には、非スキャン電圧を高くしてＹ電極及びアドレス電極間の
電圧を低くする。これにより、アドレス電極Ａ上の正電荷が減少せず、最終ラインのＹ電
極Ｙｎにスキャンパルスが印加されたときには、アドレス電極Ａにアドレスパルスが印加
されると、Ｙ電極Ｙｎ及びアドレス電極Ａ間で安定したアドレス放電を行い、適正な表示
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を行うことができる。これに対し、低温時には、放電が起こり難いので、非スキャン電圧
及びスキャン電圧を低くし、スキャンパルス印加時のＹ電極及びアドレス電極間の電圧を
高くする。これにより、低温時でも、Ｙ電極にスキャンパルスが印加されたときには、ア
ドレス電極にアドレスパルスが印加されると、Ｙ電極及びアドレス電極間で安定したアド
レス放電を行い、適正な表示を行うことができる。また、温度にかかわらず、スキャンパ
ルスの振幅電圧を一定にすることにより、Ｙ駆動回路の耐圧を温度にかかわらずに一定に
することができるので、その耐圧を低くすることができる。
【０１０４】
　検出された温度に応じてＹ電極の電圧を変化させるので、アドレス期間において温度に
影響されずに安定してアドレス電極及びＹ電極間で放電を起こさせることができる。これ
により、高温時に、垂直方向のすべての画素を表示する場合に、最下部の画素を安定して
表示することができる。
【０１０５】
　なお、上記実施形態は、何れも本発明を実施するにあたっての具体化の例を示したもの
に過ぎず、これらによって本発明の技術的範囲が限定的に解釈されてはならないものであ
る。すなわち、本発明はその技術思想、またはその主要な特徴から逸脱することなく、様
々な形で実施することができる。
【０１０６】
　本発明の実施形態は、例えば以下のように種々の適用が可能である。
【０１０７】
（付記１）
　温度を検出する温度検出部と、
　アドレス期間内に選択のためのスキャンパルスが印加されるスキャン電極と、
　表示セルの発光又は非発光を選択するために前記スキャンパルスに対応してアドレスパ
ルスが印加されるアドレス電極と、
　前記検出された温度に応じて前記スキャン電極に電圧を供給するスキャン電極駆動回路
とを有し、
　前記スキャン電極駆動回路は、前記スキャンパルスの振幅を変化させず、前記アドレス
期間内において前記スキャンパルスを印加しないときの前記スキャン電極の電圧を前記検
出された温度に応じて変化させるプラズマディスプレイ装置。
（付記２）
　前記アドレス期間内において前記スキャンパルスを印加しないときの前記スキャン電極
の電圧は、前記検出された温度が所定値よりも高いときには所定値よりも低いときよりも
高い付記１記載のプラズマディスプレイ装置。
（付記３）
　前記アドレス期間内において前記スキャンパルスを印加しないときの前記スキャン電極
の電圧は、前記検出された温度が高くなるに従って高くなるように連続的に変化する付記
２記載のプラズマディスプレイ装置。
（付記４）
　前記アドレス期間内において前記スキャンパルスを印加しないときの前記スキャン電極
の電圧は、前記検出された温度が高くなるに従って高くなるように段階的に変化する付記
２記載のプラズマディスプレイ装置。
（付記５）
　前記スキャン電極は複数存在し、
　前記アドレス期間は、奇数番目のスキャン電極に順次スキャンパルスを印加するための
第１のアドレス期間と偶数番目のスキャン電極に順次スキャンパルスを印加するための第
２のアドレス期間とを有し、
　前記第１のアドレス期間では、前記スキャンパルスを印加しないときの前記奇数番目の
スキャン電極の電圧は前記検出された温度に応じて変化し、前記偶数番目のスキャン電極
の電圧は前記スキャンパルスを印加しないときの前記奇数番目のスキャン電極の電圧以上
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になり、
　前記第２のアドレス期間では、前記スキャンパルスを印加しないときの前記偶数番目の
スキャン電極の電圧は前記検出された温度に応じて変化し、前記奇数番目のスキャン電極
の電圧は前記スキャンパルスを印加しないときの前記偶数番目のスキャン電極の電圧以上
になる付記１記載のプラズマディスプレイ装置。
（付記６）
　前記スキャン電極は複数存在し、
　さらに、前記複数のスキャン電極に対して交互に配置される複数のＸ電極を有し、
　前記スキャン電極は、その両隣のＸ電極との間でサステイン放電が可能である付記１記
載のプラズマディスプレイ装置。
（付記７）
　前記スキャン電極駆動回路は、前記アドレス期間の後のサステイン期間において交互に
正負極性のサステイン電圧が反転するサステインパルスを前記スキャン電極に供給する付
記１記載のプラズマディスプレイ装置。
（付記８）
　前記アドレス期間内において前記スキャンパルスを印加しないときの前記スキャン電極
の電圧は、前記検出された温度が所定値よりも高いときには０Ｖ、所定値よりも低いとき
には負電圧である付記２記載のプラズマディスプレイ装置。
（付記９）
　前記アドレス期間内において前記スキャンパルスを印加しないときの前記スキャン電極
の電圧は、－３０Ｖ以上である付記８記載のプラズマディスプレイ装置。
（付記１０）
　前記アドレス期間は、奇数番目のスキャン電極に順次スキャンパルスを印加するための
第１のアドレス期間とその後に偶数番目のスキャン電極に順次スキャンパルスを印加する
ための第２のアドレス期間とを有し、
　前記第１のアドレス期間では、前記スキャンパルスを印加しないときの前記奇数番目の
スキャン電極の電圧は前記検出された温度に応じて変化し、前記偶数番目のスキャン電極
の電圧は０Ｖ以上前記正のサステイン電圧以下になり、
　前記第２のアドレス期間では、前記スキャンパルスを印加しないときの前記偶数番目の
スキャン電極の電圧は前記検出された温度に応じて変化し、前記奇数番目のスキャン電極
の電圧は０Ｖになる付記７記載のプラズマディスプレイ装置。
（付記１１）
　アドレス期間内に選択のためのスキャンパルスが印加されるスキャン電極と、表示セル
の発光又は非発光を選択するために前記スキャンパルスに対応してアドレスパルスが印加
されるアドレス電極とを有するプラズマディスプレイ装置の駆動方法であって、
　温度を検出する温度検出ステップと、
　前記スキャンパルスの振幅を変化させず、前記アドレス期間内において前記スキャンパ
ルスを印加しないときの前記スキャン電極の電圧を前記検出された温度に応じて変化させ
る第１のスキャン電極電圧生成ステップと
を有するプラズマディスプレイ装置の駆動方法。
（付記１２）
　前記アドレス期間内において前記スキャンパルスを印加しないときの前記スキャン電極
の電圧は、前記検出された温度が所定値よりも高いときには所定値よりも低いときよりも
高い付記１１記載のプラズマディスプレイ装置の駆動方法。
（付記１３）
　前記アドレス期間内において前記スキャンパルスを印加しないときの前記スキャン電極
の電圧は、前記検出された温度が高くなるに従って高くなるように連続的に変化する付記
１２記載のプラズマディスプレイ装置の駆動方法。
（付記１４）
　前記アドレス期間内において前記スキャンパルスを印加しないときの前記スキャン電極
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の電圧は、前記検出された温度が高くなるに従って高くなるように段階的に変化する付記
１２記載のプラズマディスプレイ装置の駆動方法。
（付記１５）
　前記スキャン電極は複数存在し、
　前記アドレス期間は、奇数番目のスキャン電極に順次スキャンパルスを印加するための
第１のアドレス期間と偶数番目のスキャン電極に順次スキャンパルスを印加するための第
２のアドレス期間とを有し、
　前記第１のアドレス期間では、前記スキャンパルスを印加しないときの前記奇数番目の
スキャン電極の電圧は前記検出された温度に応じて変化し、前記偶数番目のスキャン電極
の電圧は前記スキャンパルスを印加しないときの前記奇数番目のスキャン電極の電圧以上
になり、
　前記第２のアドレス期間では、前記スキャンパルスを印加しないときの前記偶数番目の
スキャン電極の電圧は前記検出された温度に応じて変化し、前記奇数番目のスキャン電極
の電圧は前記スキャンパルスを印加しないときの前記偶数番目のスキャン電極の電圧以上
になる付記１１記載のプラズマディスプレイ装置の駆動方法。
（付記１６）
　前記スキャン電極は複数存在し、
　前記プラズマディスプレイ装置は、さらに、前記複数のスキャン電極に対して交互に配
置される複数のＸ電極を有し、
　前記スキャン電極は、その両隣のＸ電極との間でサステイン放電が可能である付記１１
記載のプラズマディスプレイ装置の駆動方法。
（付記１７）
　さらに、前記アドレス期間の後のサステイン期間において交互に正負極性のサステイン
電圧が反転するサステインパルスを前記スキャン電極に供給する第２のスキャン電極電圧
生成ステップを有する付記１１記載のプラズマディスプレイ装置の駆動方法。
（付記１８）
　前記アドレス期間内において前記スキャンパルスを印加しないときの前記スキャン電極
の電圧は、前記検出された温度が所定値よりも高いときには０Ｖ、所定値よりも低いとき
には負電圧である付記１２記載のプラズマディスプレイ装置の駆動方法。
（付記１９）
　前記アドレス期間内において前記スキャンパルスを印加しないときの前記スキャン電極
の電圧は、－３０Ｖ以上である付記１８記載のプラズマディスプレイ装置の駆動方法。
（付記２０）
　前記アドレス期間は、奇数番目のスキャン電極に順次スキャンパルスを印加するための
第１のアドレス期間とその後に偶数番目のスキャン電極に順次スキャンパルスを印加する
ための第２のアドレス期間とを有し、
　前記第１のアドレス期間では、前記スキャンパルスを印加しないときの前記奇数番目の
スキャン電極の電圧は前記検出された温度に応じて変化し、前記偶数番目のスキャン電極
の電圧は０Ｖ以上前記正のサステイン電圧以下になり、
　前記第２のアドレス期間では、前記スキャンパルスを印加しないときの前記偶数番目の
スキャン電極の電圧は前記検出された温度に応じて変化し、前記奇数番目のスキャン電極
の電圧は０Ｖになる付記１７記載のプラズマディスプレイ装置の駆動方法。
【図面の簡単な説明】
【０１０８】
【図１】本発明の第１の実施形態によるプラズマディスプレイ装置の構成例を示す図であ
る。
【図２】第１の実施形態によるプラズマディスプレイパネルの構造例を示す分解斜視図で
ある。
【図３】第１の実施形態による各フィールドの構成例を示す概念図である。
【図４】プラズマディスプレイ装置の１フィールドの動作例を示すタイミングチャートで
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ある。
【図５】他のプラズマディスプレイ装置の１フィールドの動作例を示すタイミングチャー
トである。
【図６】プラズマディスプレイ装置のＹ駆動回路の構成例を示す回路図である。
【図７】アドレス期間におけるＹ電極の電圧の生成方法を説明するためのタイミングチャ
ートである。
【図８】プラズマディスプレイ装置のＹ駆動回路の構成例を示す回路図である。
【図９】アドレス期間におけるＹ電極の電圧の生成方法を説明するためのタイミングチャ
ートである。
【図１０】アドレス期間における先頭ラインのＹ電極及びアドレス電極の電圧波形を示す
図である。
【図１１】アドレス期間における最終ラインのＹ電極及びアドレス電極の電圧波形を示す
図である。
【図１２】第１実施形態によるアドレス期間における高温時の最終ラインのＹ電極及びア
ドレス電極の電圧波形を示す図である。
【図１３】図１３（Ａ）は第１の実施形態によるアドレス期間における低温時の最終ライ
ンのＹ電極及びアドレス電極の電圧波形を示す図であり、図１３（Ｂ）はアドレス期間に
おける高温時の最終ラインのＹ電極及びアドレス電極の電圧波形を示す図である。
【図１４】図１４（Ａ）は本発明の第２の実施形態によるアドレス期間における低温時の
最終ラインのＹ電極及びアドレス電極の電圧波形を示す図であり、図１４（Ｂ）はアドレ
ス期間における中温時の最終ラインのＹ電極及びアドレス電極の電圧波形を示す図であり
、図１４（Ｃ）はアドレス期間における高温時の最終ラインのＹ電極及びアドレス電極の
電圧波形を示す図である。
【図１５】図１５（Ａ）は本発明の第３の実施形態による低温時の１フィールドのＸ電極
、Ｙ電極及びアドレス電極の電圧波形例を示す図であり、図１５（Ｂ）は高温時の１フィ
ールドのＸ電極、Ｙ電極及びアドレス電極の電圧波形例を示す図である。
【図１６】本発明の第４の実施形態によるＹ駆動回路の構成例を示す回路図である。
【図１７】図１７（Ａ）はアドレス期間における低温時の図１６の回路の動作例を示すタ
イミングチャートであり、図１７（Ｂ）はアドレス期間における高温時の図１６の回路の
動作例を示すタイミングチャートである。
【図１８】本発明の第５の実施形態によるＹ駆動回路の構成例を示す回路図である。
【図１９】図１９（Ａ）はアドレス期間における低温時の図１８の回路の動作例を示すタ
イミングチャートであり、図１９（Ｂ）はアドレス期間における高温時の図１８の回路の
動作例を示すタイミングチャートである。
【図２０】本発明の第６の実施形態によるＹ駆動回路の構成例を示す回路図である。
【図２１】図２１（Ａ）はアドレス期間における低温時の図２０の回路の動作例を示すタ
イミングチャートであり、図２１（Ｂ）はアドレス期間における中温時の図２０の回路の
動作例を示すタイミングチャートであり、図２１（Ｃ）はアドレス期間における高温時の
図２０の回路の動作例を示すタイミングチャートである。
【符号の説明】
【０１０９】
１　前面板
２　背面板
３　プラズマディスプレイパネル
４　Ｘ駆動回路
５　Ｙ駆動回路
６　アドレス駆動回路
７　制御回路
１１　Ｘ電極
１２　Ｙ電極
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１３、１６　誘電体層
１４　保護層
１５　アドレス電極
１７　隔壁
１８～２０　蛍光体
２１～３０　サブフィールド
４０　温度検出部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】

【図１１】
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【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】



(24) JP 4674106 B2 2011.4.20

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/28    　　　Ｅ          　　　　　

(72)発明者  大塚　晃
            神奈川県川崎市高津区坂戸３丁目２番１号　富士通日立プラズマディスプレイ株式会社内

    審査官  佐野　潤一

(56)参考文献  特開平０９－００６２８３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－０１５５９３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１２２２９６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１４０６０１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－２５５８９１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０９Ｇ　　　３／２０　　　　
              Ｇ０９Ｇ　　　３／２８　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

